
子どもが自車に目を向けているため、「横
断してこないだろう」と思っていると、突然
飛び出してくることがあります。子どもが自
車を見ていても決して油断せず、子ども
の動きに注意しましょう。 

子どもは十分な判断力が備わっていませ
ん。そのため大人であれば、接近する車を
見て、「今、横断すると危険だ」と判断す
る距離であっても、子どもは、「横断でき
る」と判断して飛び出してくるおそれがあり
ます。 
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 新型コロナウィルス感染拡大防止のための政府要請や一部地域の緊急事態宣言の発令にともない、初登校時期
が5月となる児童も多いようです。通学に慣れてないため、歩行中の死傷者が突出して多くなっています。一人で通学
することになったばかりの児童や、道路で遊んでいる子どもたちはまさに「動く赤信号」といえるでしょう。 
 そこで今回は子どもの危険な特性と安全運転のポイントをみていきます。 

子どもはひとつのものに夢中になると他のも
のが目に入らなくなります。そのため、道端
で遊んでいる子どもが突然飛び出してきた
り、道路の反対側にいる友達などに向かっ
て飛び出してくるおそれがあります。 

子どもは身長が低いため駐車車両の死角
に隠れてしまいます。このような子どもから
は接近してくる車が見えないため、車は来
ないと思って飛び出してくるおそれがありま
す。 

運転時の注意ポイント 

道端で遊んでいる子どもを見たら、飛出
してくるものと考えスピードを落とし動静に
注意しましょう。また、公園付近や住宅
街、スールゾーン、ゾーン30などは子ども
が遊んでいることが多いためできるだけ走
行を避けましょう。さらに目の前に子ども
を見かけたら、道路の反対側にも子ども
がいないか注意しましょう。 

駐車車両の側方を通過するときは、駐
車車両の陰から子どもが飛び出してくる
ことを予測して、すぐに停止できるように
スピードを落としましょう。また、電柱や植
え込みなどの陰にも隠れてしまうことがあ
るので注意しましょう。 

安全運転アドバイス 

～ 子どもとの接触事故防止のポイント ～ 

 【ご参考】 弊社のご支援メニュー 

 ＜自動車事故防止＞ 

                               

 ＜ニュース・チラシの提供＞ 

記事の作成・編集：MS&ADインターリスク総研株式会社 

１．安全運転セミナー（基本的な運転動作） ２．ペーパー式適性検査（ＫＭ式・ＤＯＣＣＳ）  
３．ＰＣによる社員安全運転教育（e-ラーニング）・適性診断（e-診断） ４．自動車事故防止のビデオ・ＤＶＤの視聴 
５．タブレット端末、スマートフォンを活用した危険予測トレーニングツール（セーフティトレーナー） 
 
１．安全運転のポイント（毎月定例発行の具体的なニュース） ２．社内講習会用冊子（ザ・メッセージ等） 

※本ニュースを無断で複製または転載することを禁じます。 


